
あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

﹇
市
長
挨
拶
﹈

﹇
市
長
挨
拶
﹈

丹精込めて作った餅で無病息災を願う
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
本年こそ、新型コロナウイルス感染症が
収束することを願いつつ、皆さんにとって
幸多き一年となりますよう、心からお祈り申
し上げます。

年
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こ
の
３
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
振
り

回
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
こ

そ
、
本
当
に
今
年
こ
そ
、
当
た
り
前

の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
「
日

常
」
を
取
り
戻
す
年
で
あ
り
た
い
と

願
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
は
、
市
の
総
合
計
画

「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」

の
計
画
期
間

年
の
折
り
返
し
の
年

に
当
た
り
ま
す
。

人
口
減
少
、
特
に
、
若
年
層
の
女

性
の
回
帰
率
が
低
い
こ
と
を
最
大
の

課
題
と
捉
え
、
若
者
が
住
み
た
い
ま

ち
、
女
性
が
住
み
た
い
ま
ち
と
い
う

視
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け

る
政
策
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
現
下
の
国
際
情
勢
や
物
価

高
・
原
油
高
の
状
況
は
、
外
部
へ
の

依
存
度
を
下
げ
、
国
際
情
勢
の
影
響

を
受
け
に
く
く
足
腰
の
強
い
社
会
を

構
築
す
る
転
機
、
と
捉
え
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。
食
料
・
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
元
調
達
、
農
業
・
林
業
の

振
興
、エ
シ
カ
ル
消
費
の
推
進
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

未
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
は
見
通
せ

ず
、
信
州
大
学
の
新
学
部
誘
致
、

文
化
会
館
の
建
て
替
え
、
リ
ニ
ア
駅

周
辺
整
備
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、「
対
話
と
現
場
主
義
」

と
い
う
自
ら
の
政
治
姿
勢
、
初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
全

力
で
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

健
や
か
に
新
し
い
年
を

　

 

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と

　
　

  

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

２
０
２
３
年

令
和
５
年 

元
旦

飯
田
市
長佐

藤

　健

１２

地元食材を使った給食

若者と考える
大学のあるまちづくり

クリーンエネルギーで
市内を走るＥＶバス
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若者の視点で提案（飯田女子短期大
学）

地区の代表が市長から委嘱状を受け取る 焼肉を味わうニッチローさんリニア駅前広場のデザイン検討模型 講師と委員による特別対談

飯田水引を体験するワークショップ

学生が制作した水引アクセサリーを販売

望むまちの姿を語る（飯田コアカレッジ）

12月1日、民生委員・児童委員委嘱状伝達式およ
び主任児童委員指名状伝達式が鼎文化センターで
開催されました。委員の皆さんは、地域の身近な相
談役として活動してくださいます。
　

12月4日、実施設計（土木関係）の成果発表会に
合わせ、リニア駅前広場のデザイン検討模型を公
開しました。詳細は、広報いいだ２月号の特集でお
伝えする予定です。
　

新しい飯田文化会館の整備に向け、「新文化会館
整備検討委員会」の第４回目が開催されました。今
回は、基調講演やパネルディスカッションが行われ、
基本構想の検討に向けた議論を深めました。

津田塾大学千駄ヶ谷キャンパスの学
園祭「津田ヶ谷祭」が11月19日・20日
に開催され、同大学の学生たちによっ
て「飯田水引」をテーマとした商品販
売とワークショップが行われました。
ワークショップでは、飯田市で水引の
結び方を覚えた学生らが講師となり、
キーホルダーやストラップ作りが行わ
れ、参加者は夢中で制作していました。

学生や若者が飯田市で学びたい、
暮らしたいと思える「大学のあるまち」
のあり方を考える意見交換会が11月7
日に飯田女子短期大学、11日に飯田
コアカレッジで開催されました。
学生たちと信州大学新学部誘致推
進協議会が、「私たちが大学のあるま
ちに望むもの」をテーマに、活発な意
見交換を行いました。

大学のあるまちを考える
地元学生との意見交換会

11月を「飯田焼肉月間」とし、SNS投稿キャン
ペーンなどを行いました。「飯田焼肉の日」の11月
29日には、飯田焼肉大使のニッチローさんが駆け
つけ、抽選会などのイベントを盛り上げました。
　

民生委員・児童委員委嘱状伝達式
地域の福祉を支える

い（1）い（1）だやきに（2）く（9）
11月29日は飯田焼肉の日

リニア駅前広場
駅のデザインを模型で

新文化会館整備検討委員会
リニア時代を見据えて

津田塾大学「津田ケ谷祭」
学園祭で飯田をPR
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～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

毎月市民の皆さんに、

以上の項目から選んで語っていただき、次の方にバトンタッチする「リレートーク」
です。 次はあなたの番かも…

1 私の健康法　2 感動したこと　3 今がんばっていること　4 まちづくりへの提言

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因

と
し
て
脳
卒
中
の
割
合
は
非
常

に
多
く
、
日
本
に
お
い
て
は
5

人
に
1
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
と
は
、
脳
梗
塞
、
脳

出
血
、
く
も
膜
下
出
血
の
総
称

で
、
そ
の
7
割
以
上
を
脳
梗
塞

が
占
め
ま
す
。

脳
梗
塞
は
、
心
臓
な
ど
か
ら

飛
ん
で
き
た
血
栓
や
動
脈
硬
化

が
原
因
で
脳
の
血
管
が
詰
ま

り
、
そ
の
先
の
脳
細
胞
が
壊
死

し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
20
年

程
前
の
脳
梗
塞
治
療
は
、
保
存

的
治
療
し
か
選
択
肢
が
無
く
、

脳
梗
塞
が
完
成
し
て
寝
た
き
り

に
な
っ
て
し
ま
う
方
が
大
半
で

し
た
。
し
か
し
、
静
注
血
栓
溶

解
薬（
t
|
P
A
）や
、
脳
血
管

内
治
療
（
血
栓
回
収
術
）の
導

入
に
よ
り
、
多
く
の
患
者
さ
ん

を
救
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
脳
血
管
内
治
療
機

器
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、
こ

こ
10
年
で
多
く
の
治
療
道
具
が

新
た
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

血
栓
回
収
術
に
よ
り
、
詰
ま
っ

た
太
い
血
管
の
大
半
を
再
開
通

さ
せ
ら
れ
る
の
が
8
〜
9
割
、

そ
の
う
ち
、
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
レ
ベ
ル
ま
で
回
復
で
き

る
の
が
3
〜
5
割
位
と
、
治
療

成
績
は
年
々
良
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

従
来
、
脳
梗
塞
に
対
す
る
血

栓
回
収
術
は
発
症
か
ら
6
時
間

以
内
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
3
月
か
ら
症
状

や
画
像
結
果
に
よ
っ
て
は
対
象

が
24
時
間
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
ゆ
っ
く
り
受

診
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、

脳
梗
塞
の
超
急
性
期
治
療
が
時

間
と
の
戦
い
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。脳
梗
塞
が

発
症
す
る
と
、
毎
分
1
9
0
万

個
の
脳
細
胞
が
失
わ
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。再
開
通
す
る

ま
で
の
時
間
が
短
け
れ
ば
短
い

ほ
ど
良
い
こ
と
は
明
白
で
あ

り
、
1
分
1
秒
で
も
早
く
病
院

に
到
着
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。治
療
方
法
の
判
断
は
わ
れ

わ
れ
医
師
が
行
い
ま
す
の
で
、

も
し
半
身
麻
痺
や
言
葉
が
お
か

し
い
人
を
見
か
け
た
ら
、
直
ち

に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。

まるやま たくみ

丸山 拓実医師

脳神経外科

脳
梗
塞
で
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
た
め
に

〜
血
栓
回
収
術
と
血
栓
溶
解
療
法
〜

私は、立教大学の『観光インターン
シップ』授業の一環で、実習生として１
カ月間、地域観光に携わるさまざまな
組織や団体の方にお世話になりまし
た。いかにして地域の中にある魅力を
観光資源に変えていくのかという視点
で、今まさに観光資源化が進められてい
るものや、すでに知名度が確立されて
いるところなど、さまざまな現場を見
て学ぶことができました。
南信州を実際に訪れてみると、特産

のりんごからシードルを生産して新たな
文化をつくろうとする人、当たり前に見
ていた星を観光資源と捉え直すことで
たくさんの人が訪れている村、地域の
自然や住民に着目して体験を売り出す
人など、出会う人が増えるほどにたくさ
んの魅力があることに気付きました。
「何もない」地域などどこにもなく、
視点を変えることで魅力ある観光資源
となり得ることなど、実体験を通して
飯田市で学んだことを、今後、観光に
よる地域振興を考える際に生かしてい
きたいです。

シードル生産者の方と

先月の
佐藤弘子 さん（川路）
からのリレー

た
か
は
し

あ
や
か

私が今頑張っていることは「剣道」で

す。剣道を始めたきっかけは、父が習い

始めて、楽しそうだったからです。始めた

時は、基本的な座り方を教わるばかりで

「こんなの楽しくないじゃん。」と思ってい

ました。しかし、面や胴などを着装し、い

ろいろな打ち方を教えてもらうと、難しい

こともたくさんありますが、毎週土曜日の

稽古が楽しみになりました。

初めての試合では負けてしまいました

が、冬の審査や来年の大会に向けてたく

さん練習をして、もっともっと上手になっ

て、早く父に勝てるようになりたいと思っ

ています。

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

高
橋

彩

さ
ん
（
上
郷
）

ぼくとラグビー
ぼくの将来の夢は、ラグビー選手です。
ぼくは、小学校３年生からラグビーを始めました。今でもラ

グビーが好きです。特にリーチマイケル選手が好きで、タック
ルがすごく強くてあこがれます。だから、ぼくもそんな選手に
なりたいと思っています。
自分をこんな気持ちにしてくれた、リーチマイケル選手と上
郷ラグビースクールに感謝しています。
これからも練習をがんばっていきたいです。
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地域の魅力を
観光につなげる

池田 穂花さん
立教大学観光学部交流文化学科３年

（埼玉県さいたま市出身）
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～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

毎月市民の皆さんに、

以上の項目から選んで語っていただき、次の方にバトンタッチする「リレートーク」
です。 次はあなたの番かも…

1 私の健康法　2 感動したこと　3 今がんばっていること　4 まちづくりへの提言

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因

と
し
て
脳
卒
中
の
割
合
は
非
常

に
多
く
、
日
本
に
お
い
て
は
5

人
に
1
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
と
は
、
脳
梗
塞
、
脳

出
血
、
く
も
膜
下
出
血
の
総
称

で
、
そ
の
7
割
以
上
を
脳
梗
塞

が
占
め
ま
す
。

脳
梗
塞
は
、
心
臓
な
ど
か
ら

飛
ん
で
き
た
血
栓
や
動
脈
硬
化

が
原
因
で
脳
の
血
管
が
詰
ま

り
、
そ
の
先
の
脳
細
胞
が
壊
死

し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
20
年

程
前
の
脳
梗
塞
治
療
は
、
保
存

的
治
療
し
か
選
択
肢
が
無
く
、

脳
梗
塞
が
完
成
し
て
寝
た
き
り

に
な
っ
て
し
ま
う
方
が
大
半
で

し
た
。
し
か
し
、
静
注
血
栓
溶

解
薬（
t
|
P
A
）や
、
脳
血
管

内
治
療
（
血
栓
回
収
術
）の
導

入
に
よ
り
、
多
く
の
患
者
さ
ん

を
救
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
脳
血
管
内
治
療
機

器
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、
こ

こ
10
年
で
多
く
の
治
療
道
具
が

新
た
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

血
栓
回
収
術
に
よ
り
、
詰
ま
っ

た
太
い
血
管
の
大
半
を
再
開
通

さ
せ
ら
れ
る
の
が
8
〜
9
割
、

そ
の
う
ち
、
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
レ
ベ
ル
ま
で
回
復
で
き

る
の
が
3
〜
5
割
位
と
、
治
療

成
績
は
年
々
良
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

従
来
、
脳
梗
塞
に
対
す
る
血

栓
回
収
術
は
発
症
か
ら
6
時
間

以
内
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
3
月
か
ら
症
状

や
画
像
結
果
に
よ
っ
て
は
対
象

が
24
時
間
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
ゆ
っ
く
り
受

診
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、

脳
梗
塞
の
超
急
性
期
治
療
が
時

間
と
の
戦
い
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。脳
梗
塞
が

発
症
す
る
と
、
毎
分
1
9
0
万

個
の
脳
細
胞
が
失
わ
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。再
開
通
す
る

ま
で
の
時
間
が
短
け
れ
ば
短
い

ほ
ど
良
い
こ
と
は
明
白
で
あ

り
、
1
分
1
秒
で
も
早
く
病
院

に
到
着
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。治
療
方
法
の
判
断
は
わ
れ

わ
れ
医
師
が
行
い
ま
す
の
で
、

も
し
半
身
麻
痺
や
言
葉
が
お
か

し
い
人
を
見
か
け
た
ら
、
直
ち

に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。

まるやま たくみ

丸山 拓実医師

脳神経外科

脳
梗
塞
で
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
た
め
に

〜
血
栓
回
収
術
と
血
栓
溶
解
療
法
〜

私は、立教大学の『観光インターン
シップ』授業の一環で、実習生として１
カ月間、地域観光に携わるさまざまな
組織や団体の方にお世話になりまし
た。いかにして地域の中にある魅力を
観光資源に変えていくのかという視点
で、今まさに観光資源化が進められてい
るものや、すでに知名度が確立されて
いるところなど、さまざまな現場を見
て学ぶことができました。
南信州を実際に訪れてみると、特産

のりんごからシードルを生産して新たな
文化をつくろうとする人、当たり前に見
ていた星を観光資源と捉え直すことで
たくさんの人が訪れている村、地域の
自然や住民に着目して体験を売り出す
人など、出会う人が増えるほどにたくさ
んの魅力があることに気付きました。
「何もない」地域などどこにもなく、
視点を変えることで魅力ある観光資源
となり得ることなど、実体験を通して
飯田市で学んだことを、今後、観光に
よる地域振興を考える際に生かしてい
きたいです。

シードル生産者の方と

先月の
佐藤弘子 さん（川路）
からのリレー

た
か
は
し

あ
や
か

私が今頑張っていることは「剣道」で

す。剣道を始めたきっかけは、父が習い

始めて、楽しそうだったからです。始めた

時は、基本的な座り方を教わるばかりで

「こんなの楽しくないじゃん。」と思ってい

ました。しかし、面や胴などを着装し、い

ろいろな打ち方を教えてもらうと、難しい

こともたくさんありますが、毎週土曜日の

稽古が楽しみになりました。

初めての試合では負けてしまいました

が、冬の審査や来年の大会に向けてたく

さん練習をして、もっともっと上手になっ

て、早く父に勝てるようになりたいと思っ

ています。

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

高
橋

彩

さ
ん
（
上
郷
）

ぼくとラグビー
ぼくの将来の夢は、ラグビー選手です。
ぼくは、小学校３年生からラグビーを始めました。今でもラ

グビーが好きです。特にリーチマイケル選手が好きで、タック
ルがすごく強くてあこがれます。だから、ぼくもそんな選手に
なりたいと思っています。
自分をこんな気持ちにしてくれた、リーチマイケル選手と上
郷ラグビースクールに感謝しています。
これからも練習をがんばっていきたいです。
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